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1.  平成21年6月期第1四半期の連結業績（平成20年7月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年6月期第1四半期 664 ― △144 ― △148 ― △123 ―
20年6月期第1四半期 836 ― △27 ― △33 ― △21 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年6月期第1四半期 △19.52 ―
20年6月期第1四半期 △3.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年6月期第1四半期 4,950 1,812 36.6 287.31
20年6月期 5,051 1,970 39.0 311.35

（参考） 自己資本   21年6月期第1四半期  1,812百万円 20年6月期  1,970百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年6月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
21年6月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年6月期（予想） ――― 0.00 ― 3.00 3.00

3.  平成21年6月期の連結業績予想（平成20年7月1日～平成21年6月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 2,000 ― 30 ― 0 ― 0 ― ―
通期 4,500 △5.5 40 0.0 10 150.0 0 ― ―

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ 【 定性的情報・財務諸表等 】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があり
ます。  

 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年6月期第1四半期  6,610,000株 20年6月期  6,610,000株
② 期末自己株式数 21年6月期第1四半期  301,650株 20年6月期  281,650株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年6月期第1四半期  6,321,176株 20年6月期第1四半期  6,570,788株



定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融不安による株価の低落や急速な円高により、厳  

しい経済環境にあります。 

 建設業界は厳しい受注競争が続き、建設各社を取り巻く経営環境は一段と厳しい局面を迎えております。 

 このような経済状況の下で、当社グループの当第１四半期連結会計期間の業績は、次のとおりとなりました。 

 売上高は、６億６千４百万円となりましたが、利益については営業損失１億４千４百万円、経常損失１億４千８百

万円となりました。 

 また、連結子会社が海外工事で中断していた工事代金の精算を行ったことによる特別利益３千２百万円を計上した

ことにより、四半期当期純損失は１億２千３百万円となりました。 

 なお、建設事業においては、契約により工事の完成引渡しが第３四半期連結会計期間に集中するという季節的変動

要因があります。 

  

  事業の種類別セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。 

（建設事業部門）  

 当第１四半期連結会計期間の受注高は４億６千２百万円、完成工事高は２億２千２百万円、営業損失は１千５百万

円となりました。 

（砕石事業部門） 

 当第１四半期連結会計期間の売上高は３億３千１百万円、営業損失６千６百万円となりました。 

（酒類事業部門） 

 当第１四半期連結会計期間の売上高は２千７百万円、営業損失は１千１百万円となりました。 

（その他の事業部門） 

 その他の事業部門の当第１四半期連結会計期間の売上高は８千２百万円、営業利益は若干のマイナスとなりまし

た。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期の総資産は、前連結会計年度比１億円減の49億５千万円となり、負債合計は前連結会計年度比５千７

百万円増の31億３千８百万円となりました。これにより、純資産合計は前連結会計年度比１億５千７百万円減の18億

１千２百万円となりました。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 平成20年６月期決算発表時（平成20年８月22日）に公表した業積予想について、第２四半期連結累計期間及び通期

ともに現時点での変更はありません。 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

- 1 -



（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 四半期連結財務諸表に関する会計基準の適用 

  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に 

 関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務 

 諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更  

 （たな卸資産） 

      従来、未成工事支出金は個別法による原価法、石油等に係る商品は先入先出法による原価法、石油等に係る 

    商品は先入先出法による原価法、石油等に係る商品は先入先出法による原価法並びに酒類に係る商品は移動平 

    均法による原価法、製品は売価還元原価法、貯蔵品は移動平均法による原価法によっておりましたが、当第１ 

    四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準 第９号 平成18年７月５日）が 

    適用されることに伴い、未成工事支出金は個別法による原価法、石油等に係る商品は先入先出法による原価法 

    並びに酒類に係る商品は移動平均法による原価法、製品は売価還元原価法、貯蔵品は移動平均法による原価法 

    （いずれも貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）により算定しております。 

    これにより、売上総利益が3,766千円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が3,766千円 

    それぞれ増加しております。 

      なお、セグメント情報に与える影響は、該当箇所に記載しております。 

 追加情報 

       (採石権償却に係る見積可採量の見直し) 

       採石権は、従来、採石場取得時点に見積もった総可採量により償却を行ってきましたが、当連結会計年度に 

       おいて、今後の砕石事業の将来展望の検討を契機に採石場の残可採量の見直しを行い、より実態に合わせるた 

       めに、当第１四半期連結会計期間から見直し後の残可採量に基づき償却を行うこととしました。この結果、従 

       来の残可採量による計算と比較して、採石権償却費が2,898千円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調整前 

       四半期純損失が2,898千円減少しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 618,584 623,932

受取手形・完成工事未収入金等 857,150 1,048,144

未成工事支出金等 565,287 369,317

その他 51,671 50,394

貸倒引当金 △10,491 △10,604

流動資産合計 2,082,202 2,081,184

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 493,202 500,756

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 912,339 986,202

土地 723,767 723,767

その他 82,991 84,006

有形固定資産計 2,212,301 2,294,733

無形固定資産   

採石権 100,510 103,549

その他 2,663 2,663

無形固定資産計 103,174 106,213

投資その他の資産   

投資有価証券 195,932 208,366

保険積立金 289,741 288,968

その他 161,695 165,922

貸倒引当金 △94,060 △94,268

投資その他の資産計 553,308 568,988

固定資産合計 2,868,784 2,969,935

資産合計 4,950,987 5,051,120



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 513,422 584,639

短期借入金 1,613,604 1,502,004

未払費用 24,355 52,763

未払法人税等 6,935 12,027

未成工事受入金 340,174 245,372

工事損失引当金 9,300 4,000

賞与引当金 19,024 4,756

その他 63,883 79,063

流動負債合計 2,590,699 2,484,625

固定負債   

長期借入金 369,628 414,454

繰延税金負債 802 941

退職給付引当金 101,032 79,075

役員退職慰労引当金 64,792 64,118

その他 11,554 37,583

固定負債合計 547,808 596,172

負債合計 3,138,507 3,080,798

純資産の部   

株主資本   

資本金 942,950 942,950

資本剰余金 716,574 716,574

利益剰余金 213,576 355,944

自己株式 △35,263 △33,203

株主資本合計 1,837,837 1,982,264

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △25,357 △11,942

評価・換算差額等合計 △25,357 △11,942

純資産合計 1,812,479 1,970,321

負債純資産合計 4,950,987 5,051,120



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高  

完成工事高 222,500

兼業事業売上高 441,731

売上高合計 664,232

売上原価  

完成工事原価 216,753

兼業事業売上原価 440,541

売上原価合計 657,295

売上総利益  

完成工事総利益 5,747

兼業事業総利益 1,189

売上総利益合計 6,936

販売費及び一般管理費 150,975

営業損失（△） △144,038

営業外収益  

受取利息 453

受取配当金 1

固定資産賃貸料 1,923

持分法による投資利益 1,568

その他 3,443

営業外収益合計 7,390

営業外費用  

支払利息 10,841

その他 813

営業外費用合計 11,655

経常損失（△） △148,303

特別利益  

貸倒引当金戻入額 1,177

過年度海外工事打切精算に伴う整理益 32,834

特別利益合計 34,012

税金等調整前四半期純損失（△） △114,291

法人税、住民税及び事業税 9,091

法人税等合計 9,091

四半期純損失（△） △123,382



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △114,291

減価償却費 86,454

貸倒引当金の増減額（△は減少） △319

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,268

工事損失引当金の増減額（△は減少） 5,300

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21,957

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 674

受取利息及び受取配当金 △455

支払利息 10,841

為替差損益（△は益） 9

その他の営業外損益（△は益） △95

過年度海外工事打切精算に伴う整理益 △32,834

持分法による投資損益（△は益） △1,568

売上債権の増減額（△は増加） 191,201

未成工事支出金の増減額（△は増加） △181,041

たな卸資産の増減額（△は増加） △14,929

仕入債務の増減額（△は減少） △54,862

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,710

未成工事受入金の増減額（△は減少） 94,802

その他の資産の増減額（△は増加） 5,940

その他の負債の増減額（△は減少） △57,443

小計 △44,102

利息及び配当金の受取額 902

利息の支払額 △10,956

過年度海外工事打切精算に伴う整理による収入 32,834

法人税等の支払額 △11,208

営業活動によるキャッシュ・フロー △32,528

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △60,300

定期預金の払戻による収入 60,000

有形固定資産の取得による支出 △17,204

貸付けによる支出 △800

貸付金の回収による収入 586

保険積立金の積立による支出 △773

その他 △286

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,776

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000

長期借入金の返済による支出 △83,226

自己株式の取得による支出 △2,060

配当金の支払額 △19,047

財務活動によるキャッシュ・フロー 45,666

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,648

現金及び現金同等物の期首残高 318,340

現金及び現金同等物の四半期末残高 312,692



（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成20年7月 1日 至平成20年9月30日） 

 （注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

① 事業区分の方法 

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しました。 

② 各区分に属する主要な事業の内容 

建設事業  ：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

砕石事業  ：砕石及び砕砂の製造、販売及び運搬等に関する事業 

酒類事業  ：酒類輸入販売事業 

その他の事業：甘木事業所の給油所による石油販売事業、福岡本店ビルの２階から９階までを住宅用と

して賃貸する不動産事業及び水の浄化関連の環境事業他 

２．会計方針の変更   

 （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」「会計処理基準に関する事項の変

更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号 平成18年７月５日）を適用しております。 

 これによる損益への影響は砕石事業において、営業損失が3,766千円増加しております。 

ｂ．所在地別セグメント情報 

    当第１四半期連結累計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日） 

      本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

ｃ．海外売上高 

   当第１四半期連結累計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日） 

    海外売上高がないため該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  
建設事業
（千円） 

砕石事業
（千円） 

酒類事業 
（千円） 

その他の
事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1)外部顧客に対する売

上高 
222,500 331,744 27,171 82,816 664,232 － 664,232 

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
9,752 2,068 132 6,339 18,293 (18,293) － 

計 232,252 333,813 27,303 89,155 682,525 (18,293) 664,232 

営業利益(又は営業損

失) 
(15,885) (66,572) (11,247) (367) (94,073) (49,965) (144,038)
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「参考資料」 

１.前四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

科目 

前年同四半期 
（平成19年９月期 
第１四半期） 

金額（千円） 

Ⅰ 売上高 836,558 

完成工事高  346,614 

兼業事業売上高  489,943 

Ⅱ 売上原価 733,433 

完成工事原価   334,452 

兼業事業売上原価  398,981 

売上総利益 103,124 

完成工事総利益 12,162 

兼業事業総利益  90,962 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 131,074 

営業損失（△） △27,949 

Ⅳ 営業外収益 7,758 

Ⅴ 営業外費用 12,923 

経常損失（△） △33,113 

Ⅵ 特別利益 14,413 

Ⅶ 特別損失  807 

税金等調整前四半期純損
失（△）  

△19,508 

税金費用  1,592 

四半期純損失（△）  △21,100 
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 ２.四半期建設事業受注の概況 

    （株式会社才田組受注高） 

 (注) ・受注高は、当該四半期までの累計額であります。 

    ・パーセント表示は、前年同四半期比増減率であります。 

  受注実績内訳 

 (注) ・パーセント表示は、構成比率であります。 

  

  受 注 高 

  千円 ％ 

平成21年６月期第１四半期 436,036 △46.0 

平成20年６月期第１四半期 807,857 △0.1 

      

平成21年６月期 

第１四半期 

  

平成20年６月期 

第１四半期 

  

比較増減  増減率 

      千円  ％ 千円  ％ 千円  ％

    官公庁 295,427 67.8 650,409 80.5 △354,982 △54.6 

  土 木  民 間  115,309 26.4 104,691 13.0 10,618 10.1 

    計  410,736 94.2 755,100 93.5 △344,364 △45.6 

    官公庁  23,000 5.3 0 0.0 23,000 － 

建設事業 建 築  民 間  2,300 0.5 52,757 6.5 △50,457 △95.6 

    計  25,300 5.8 52,757 6.5 △27,457 △52.0 

    官公庁  318,427 73.0 650,409 80.5 △331,982 △51.0 

  合 計  民 間  117,609 27.0 157,448 19.5 △39,839 △25.3 

    計  436,036 100.0 807,857 100.0 △371,821 △46.0 
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